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オンライン
WoS導入機関向け

EndNote basic
無償

EndNote basic

形態 ソフトウェア

最新バージョン EndNote X7 (17)

利用期間 期限なし 登録後、2年間
最後に機関内IPアドレス

経由でログイン後
1年間

期限なし

データの保存場所 個人PC

利用するには 購入
デスクトップ版から

ユーザー登録
Webでユーザー登録
（WoS導入機関内）

Webでユーザー登録

　　ドラッグ＆ドロップでの引用 　　　　　 　　◎

使用可能なスタイル数 ◎ 6,000種以上 △ 21種類

スタイルの追加・編集 ◎ Ｘ
△

（編集は不可。
追加は管理者のみ可）

Ｘ

参考文献リストの
雑誌名出力制御
（フル、省略形ピリオド有無）

◎

収録レコード件数
制限なし

（推奨10万件）
制限なし

（推奨10万件）

ダイレクトインポートの
データベース数

700種以上 100種以上

外部データベースの
オンラインサーチ

6,000種以上 6種

PDFからの書誌データ作成 ◎ （要DOI）

ファイルの容量
◎

（制限なし。
圧縮時4GB未満推奨）

　◎
制限なし（X7.2)

（X7.1以前は5GBまで）

書誌データから
PDF 自動ダウンロード

◎

添付したPDF本文の横断検索 ◎

添付したPDFのリネーム ◎

データの保存場所
個人PC

（ローカル）

オフライン作業 ○

処理速度 ◎

インターフェース 英語

国内サポート

※WoSはWeb of Science の略称名で、トムソンロイターが提供するサービスです。

論文作成の支援機能

Ｘ

○ 約3,300種以上

50,000件

無償
デスクトップ版に

付属

開発元サーバー

×

トムソン・ロイター・ジャパン国内総代理店ユサコ

日本語

Ｘ

Ｘ

Ｘ

開発元サーバー

△

Ｘ

◎
15名まで共有可（X7.2)

○ グループ単位の共有可能
（※添付ファイルは除く）

文献データの取込み

PDFやファイルの管理

ユーザー間での共有

環境

サポート

△
（2GBまで）

Ｘ

700種以上

1,800種以上

    データの共有

旧EndNote Web
ユサコ株式会社

EndNote，EndNote basic 比較表

利用方法

価格 有償

Webサービス

随時更新

デスクトップ

tlib05
ハイライト表示

tlib05
ハイライト表示


